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直接覆髄剤は、直接覆髄後に形成される修復象牙質 の量や形態などによって評価さ
れてきたが、その機能、すなわち侵害刺激に対する感受性に着目した評価は行われ
てこなかった。一方、侵害刺激の感知は歯の異常の早期発見することによって、歯
の健康を維持する上で極めて重要である。直接覆髄剤により形成誘導された修復象
牙質の刺激感受性の評価方法を確立し、さらにこの評価結果を基に、機能的な修復
象牙質を形成する上で重要な役割を果たす因子を明らかにする。

実験
Experimental

試料は脱灰後、2 mm × 2 mm × 2 mmの立方体にし、蒸留水で3日間回転洗浄した
（1日3回の交換）。その後、アセトンで脱水処理を行い、エポキシ樹脂に包埋した。
包埋した試料の表面から薄切片を切り出し、トルイジンブルーで染色後に光学顕微
鏡で観察し、FIB-SEM（JIB-4600F、JEOL社、東京、日本）で解析する領域を決定
した。試料はホルダーに固定し、試料の側壁および底面に導電性を確保するために
プラチナでスパッタリングコーティングを施した。その後、30 kV、14 nAのガリ
ウムイオンビームを用いて試料表面を繰り返しミリングしながら、ブロック表面の
連続画像を取得した。FIB-SEM観察における解析領域の寸法は30 μm × 20 μm ×
17.5 μmとし、およそ50枚の連続断面画像を取得した。

結果と考察
Results and Discussion

本研究では、FIB-SEMをデンティンブリッジの立体構造解析に応用し、細管構造を
有するデンティンブリッジの三次元的な構造を、正常象牙質、および修復象牙質に
おいて明らかにした。また、MTAセメントによる直接覆髄後の組織変化を評価した
結果、露髄面直下に生来の象牙質と類似した修復象牙質の形成が認められた。さら
に、その修復象牙質には象牙細管構造が確認され、それに伴い象牙芽細胞様細胞の
正常な配列も認められた。
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